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誤った情報の影響

• 間違った情報に基づいて構築（検証）された説は、間違えた歴史となる。

• AIの時代に、古代史は恩恵お受け取ることが、余り、出来ない。

• AIは多くの情報を積み重ね、その情報の累積を基に、回答案・提
案を行う。

• 間違った情報を基に生成された回答・提案は間違いになります。

• 例えば、多種多様な邪馬台国論の累積をベースにAIが作る回答に、
正解の期待は持てません。

• 基礎情報から誤った情報を排除しなければ、AIも使えません。

• 歴史家の仕事も同様と考えます。
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誤った情報に基づいた生成AI論文は、やはり誤った結論を出していました。2026年9月



誤った古代常識 II

• [誤った古代常識を正す]

1. 日本人三重構造モデル（3系統説）（縄文人・弥生人・古墳時代人）

2. 沖縄の旧人は死に絶えた論（高宮廣衞/高宮広土の唱えた理論）

3. 鬼界カルデラ巨大噴火 vs 姶良カルデラ巨大噴火

4. 日本の古代人口論

5. 弥生式土器は朝鮮半島より渡来 実際に調査した結果弥生式土器は九州から朝鮮半島へ移動

6. 起源となる日本人は、北方より渡来した！

7. 日本人は、朝鮮半島から渡来した！

8. 邪馬台国論の論拠となっている魏志倭人伝の旅程

9. 日本神話（古事記・日本書紀の神話部分）歴史として取り扱わないことになっている。

10. 中国史書の取り扱い

[新発見の事実]

1. 小豆は日本で生まれたもので、アジアに拡散

2. 中国で古代から貨幣として使用された宝貝の産地は沖縄であった
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4. 日本の古代人口論 ： 弥生時代 : Gooｇle AI Overview

• 弥生時代の日本列島の人口はおよそ60万人と推定されている。

• 弥生時代（紀元前3世紀頃～3世紀頃）には、稲作農耕の定着に伴い人口が急増したと考えられています。考
古学的には、遺跡数や遺跡の規模から人口を推定する方法が用いられ、例えば小山修三氏の研究では、弥生
時代後期（西暦200年頃）の日本（北海道・沖縄を除く）の総人口は約60万人と算出されています

• これは、遺跡数を一定の係数で掛け合わせて推計した値です。

• 人口増加の傾向

• 弥生時代の人口増加率は高く、前期後半から中期初頭にかけて年間0.79％前後の増加があったとされます。
遺跡の面積や規模もこの時期に大きくなっており、人口の急増は渡来人の影響よりも稲作農耕の定着によ
る自然増と考えられています

• 縄文時代との比較

• 縄文時代晩期には人口が減少していましたが、弥生時代に入ると再び急増しました。関東地方の遺跡数や収
容人口比から推計すると、縄文時代晩期の人口は約7万5千人であったのに対し、弥生時代には約59万5千
人に増加しています

• この増加は、温暖化による農業生産力の向上や平野部の開発とも関連しています

• 文献史料との関連

• 『魏志倭人伝』に記される倭国の戸数（16万戸）を基に、1戸あたり4人と仮定すると、約64万人となり、考古
学的推計とほぼ一致します。ただし、この戸数は北部九州の一部地域に限られるため、全国規模の人口はさ
らに多かった可能性があります

• まとめ

• 弥生時代の人口は、縄文時代の減少期から回復し、稲作農耕の普及により急増したことが特徴です。考古学
的推計と文献史料の両方から、おおよそ60万人前後と見積もられています。地域差や時期による増減もあ
り、特に東日本では人口増加が顕著でした。
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弥生時代の日本列島の人口

• 弥生時代の日本列島の人口はおよそ60万人と推定されている。

• 弥生時代（紀元前3世紀頃～3世紀頃）には、稲作農耕の定着に伴い人口が急増したと考えられています。

• 考古学的には、遺跡数や遺跡の規模から人口を推定する方法が用いられ、例えば小山修三氏の研究では、弥生
時代後期（西暦200年頃）の日本（北海道・沖縄を除く）の総人口は約60万人と算出されています

• これは、遺跡数を一定の係数で掛け合わせて推計した値です。

• AI Overviewの説明は的確のように見えますが要注意です！

• 小山修三氏の研究が有名です。

• 遺跡数や遺跡の規模から人口を推定する方法を、初めて提案しました。

• 1遺跡の人口 × 遺跡数 ＝ 人口 という推定をします。

• 発掘で遺跡数が増加すれば、人口も増える訳です。

• 算出した約60万人は、遺跡数を一定の係数で掛け合わせて推計した値です。

• では、小山修三氏が60万人と発表した時には、吉野ヶ里遺跡は発掘されていたのか？

• 発表時点では、吉野ヶ里遺跡は未だ、発掘されていない。

• 筑紫野市の隈・西小田や福岡市の吉武遺跡も一部だけが発掘され、十分発掘されていません。

• 現時点の遺跡数で算出し直す必要があります。大きく増大することになる。

• 小山修三氏の人口表より(1984-03-31「縄文人口シミュレーション」外より) 地域として、北九州と関東を取り上げる。

• 九州 関東 全国

• 縄文後期 10,100 51,600 160,300

• 晩期 6,300        7,700      75,800

• 弥生 105,100 99,000 594,900

• 古墳時代 710,400 943,300  5,399,800

• 弥生時代・全国の数値は、小山修三氏が2000年に日本人類学公開シンポジュームで行った講演の抄録PDFでは100万人
以上との修正行われた。
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鬼頭宏氏の人口論

• 小山修三氏と同様に人口論では名前の挙がる鬼頭宏氏の弥生時代と邪馬台
国の人口論を確認する。

• 1983に発刊された「日本二千年の人口史」には次のように記されている。

• つぎに3世紀の邪馬台国時代の人口についてであるが、『魏志倭人伝』にある邪馬
台国以下29カ国の戸数から、180万人以上あったと推計できる。同書には邪馬台
国ほか7国の戸数が書かれており、その合計は15万9千余戸となる。

• 1戸あたり人員をどれくらいに見積もるかが問題であるが、3～5世紀の住居跡か
ら推定される世帯の規模を参考にこれを10人とすれば、8カ国の人口は159万人
余となる。

• 戸数記載のない斯馬国以下二一ヵ国の戸数を仮に各国千戸として加えれば、倭人
伝29ヵ国の総人口は180万人余になる。

• しかしこれらの国はすべて西日本に位置していて、この180万人の中には東日本の
人口が含まれていないということも考えられる。

• もしそうだとすると、弥生時代と次に見る8世紀の地域人口構成を参考に、東日本
人口を推計してこれに加えて、当時の人口を300万人内外はあったとみなくてはな
らないだろう。

• 意外なことに魏志倭人伝を主にして人口論を論じている。

• 1戸を10人と見ていることに注意。（通常の邪馬台国論では4－5人と論じられることが多い。）

• 3世紀の邪馬台国時代の日本の人口を300万人程と見ている。

• 小山修三氏の数値を知る鬼頭宏氏が3世紀の日本の人口を300万人と見ていることは、
留意する必要がある。
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邪馬台国の戸数
対馬国: 1000余戸
一大国: 3000許家
末盧国: 4000余戸
伊都国: 1000余戸
奴国:  20000戸
不弥国: 1000余家
邪馬台国: 70000余戸
--------------------
邪馬台国外計 10万戸
--------
投馬国 5万戸



小山修三氏「人口シミュレーション」の注意点

• 1遺跡の人口 × 遺跡数 ＝ 人口 という推定方法を使用。

• 従って、1遺跡あたりの人口と、遺跡数について、その後の発掘をカウントする必要がある。

• 遺跡数に関して：

• 弥生時代の遺跡数は、1984年以降、多数発掘され、2倍以上になったと推測する。

• 縄文時代の遺跡数は、後期の数値は信頼できるが、晩期の数値は疑問がある。

• 縄文海進時＝温暖な気候で、竪穴住居は適切な住居

• その後、気候が寒冷化し、竪穴住居が、一般住居として不適切になり、変更された可能性あり。

• 竪穴住居は、共同の集会所として、集落の儀式などの用途として残った可能性あり。

• 晩期の一般住居と見られる住居は考古学上、発掘されていない。

• 北海道の同時代の住居は、竪穴住居と同様の素材であるが、全高が低く、屋根部分に土を
乗せた復元物もある。

• 本州の縄文住居も、半分土に埋まったような住居であった可能性あり。

• 古事記などで、先住民＝縄文人を土蜘蛛と称している。

• 古事記・風土記などに見られる土蜘蛛の数は多い。

• 縄文晩期の遺跡数は、共同の集会所であった竪穴住居のみがカウントされていた可能性が有り、10分の1ま
で人口が減少したとの数値は、疑問に思う。

• 従って、九州の縄文晩期の小山氏の数値：6300人は、信じられず、西北九州縄文人の水田開拓などを考慮
すると、数万人規模と推定する。
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8
自然人口増加率と

• 弥生時代の人口増加率をどう見るかで、弥生時代の人口の
数値は大きく変わる。

• 弥生時代開始時の渡来人の数と人口増加率がポイント。

• 隈・西小田のような甕棺に埋葬された墓の数から人口の増
加率を調べた結果に注目すると、年間１％を超えるケース
が存在する。

• 発展途上国では、２％を超える人口増加率があることを考
えると、１％の人口増加率は、十分可能性が有る。

• 例えば、九州に５０００人の弥生人が上陸し、水田開発を行
い、順調に生活を重ね、４５０年間後には、人口はどの程度
になるのか？ 人口増加率を１．０％にした場合、単純計算
すると、４４万人となる。

• 上記の場合に、縄文人１万人が居たとして、争いごとがあり
ながら縄文人が弥生人の集落に徐々に移住するというシ
ミュレーションを行うと、４５０年後には９１万人になる。

NHK出版「日本人はるかな旅⑤」より

1. 弥生人到来時の人口/その時の縄文人の人口/両者の関わり合い方（両者が混血と言う事実を前提）/人口増加
率の設定の仕方により、シミュレーションを行うと、弥生人が5千人以上で到来したとすると、450年後には、
50万から100万人へと増加する。

• 紀元238年は、弥生人到来後、約450年程になる。

2. 因みに、日本人の人骨の中で、弥生人の人骨が、外の時代の人骨と比べると、最も健康優良で、背が高い。米作
だけでなく、雑穀/ドングリ/狩猟で得た動物性蛋白質/魚介類など多様な食料を利用した結果と言われる。



弥生時代の人口

• 小山修三氏の発表した数値を、背景を考えずに信じて、日本全体で約60万人とする説が常
識的だが、それは間違い。

• 小山氏の検討した算出の根拠を正しく理解すると、100万を越える。

• 古墳時代（土師器）の時代には、日本全土で540万人となる結果を同様に発表しているので、
弥生時代の末には100万から300万の間とみるべきではと理解する。

• 魏志倭人伝の数字が挙げられた戸数に対して、人口に換算方法として、4－5人/戸とする方法と、
10人/戸とする方法が上げられている。

• どちらの換算方式が正しいとは言えないが、 上記の幅に収まる。
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日本人の起源に関わる常識

4. 弥生式土器は朝鮮半島より渡来 実際に調査した結果弥生式土器は九州から朝鮮半島へ移動

5. 起源となる日本人は、北方より渡来した！

6. 日本人は、朝鮮半島から渡来した！

• 日本人の起源に関わる常識を先に検討し、その後に土器の問題を検討する。

• 日本人の起源論は江戸末期から知られ、明治・大正・昭和と論じられ続けた。

• 昭和30年代以降の研究進展には、人骨資料が決定的な役割を果たし、その中から埴原和郎の「二重構造モ
デル」（1991年）が生まれた。

• その二重構造モデルを、DNA科学者たちが認め、ほぼ確定的になった。

• しかし、二重構造の二つの渡来元に関しては、今も論議が行われている。
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日本人起源説の歴史的変遷

1. 1940年代以前：日本人の渡来起源説が定番。

2. 1940年代後半、長谷部言人などは、混血は無く、日本人は石器時代から現代にいたるまで遺伝的
に連続した集団である」と主張。

（水田農耕に依存する弥生式時代およびその後も、日本人の体質を一変させるほどの混血はおこらず。）

3. 1950年代から60年代にかけて鈴木尚は、 「長谷部言人らの流れをくむ「変形説」を主張した」。こ
の流れは、1970年代まで（日本人起源論の）支配的パラダイムとなる。

4. 1950 年代から 1970 年代には、金関丈夫の渡来説を展開し混血渡来説を多く支持。

• 日本人は 異種混交の「民族」、山口県土井ヶ浜遺跡（1950〜）の発掘 、渡来説を主張。

5. 1980年代から90年代にかけて、遺伝学的研究が加わる

• 埴原和郎の1991年

「二重構造モデル」発表。

• 遺伝的形質の類似性と多様性がわかる。

これ以降は遺伝学をベースに研究が進む。

現在も、やや混沌とした状況が続く。
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上記は、文化人類学者：池田光穂氏の
ホームページから引用

渡来元は、不明のまま議論されてきた。



DNA解析からも日本人の二重構造は支持された。

• 現代の日本列島人3集団と縄文人との関係を見たところ、

アイヌ、琉球、本土日本人の順に縄文人の遺伝要素が強いことがわかった。

• 二重構造説で指摘されていたことを、縄文人の核ゲノムを用いて

直接的に証明した初めての成果である。
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神澤秀明（国立科学博物館）
2015年・生命誌ジャーナル
「縄文人の核ゲノムから歴史
を読み解く」より

これがDNAの出した結論



13
 Y染色体DNA

• 世界中で、ほぼ日本人だけに見られる型のDNAが3系統ある
• D2：アイヌ人の85％、日本人全体の38％
• C1 : 沖縄人の４％ 日本人全体の2％
• O2b1：アイヌ人の0％、日本人全体の21％

（ほぼ日本人だけ、ベトナムなどで少数）
（O2b1は以前はY2型と呼ばれていた）

• 日本人の30％（上記の数値とは相違）と韓国人の10％に見つかるY2といわれる型はその他の地域では発見
できないが台湾で65人中8人で見つかった。その8人の内3人は名前を「陳」という。（中堀豊著、Y染色体から
みた日本人から）

 Wikipediaの日本人の中の 「日本人および周辺の諸民族のY染色体ハプログループの割合」 （2026/1/21）

Y-DNAの表示方法の変遷と現状
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0.416.78.425.10.83.40.838.80.432.3263日本
日本

(Nonaka et al. 
2007)[97]

00000000075002504アイヌ

日本(Hammer et al. 
2006)

2.2015.611.111.1000055.60004.445沖縄

0.0 0.5 21.0 7.0 24.3 2.3 0.0 1.8 2.8 29.0 0.0 0.0 3.3 5.6 214本州

0.4 0.4 19.8 7.6 21.7 1.9 0.0 1.5 2.3 34.2 0.0 0.0 3.0 5.3 263計

19.79.9221.31.21.332.10.16.14.72390計
日本(Sato et al. 

2014)

O3O2b1O2b1O2aO1D2D1C3C1試料数旧名称



日本の人類遺跡

• 右の図は、「図解・日本の人類遺跡」

東京大学出版会発行より

• 旧石器時代 住居と集落

• 遺跡所在地の地図

• シベリア大陸と朝鮮半島に存
在する旧石器・縄文の遺跡をど
う判断するのか？
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日本先住民は、石器を大量に使用し、種類・材料が豊富
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2015/07

日本以外の地域では、石器は発展し
ていたのか？

磨製石斧 小田静夫のブロブより

・ 日本の旧石器文化の磨製石斧は、（中略）つま

り現在「世界最古」の磨製石斧であり、さらにこ

の磨製技術は日本で独自に発明された可能性

もある。（小田静夫）

（日本出土は3万5千年前から）

「世界最先端の独自技術が日本にあ
った。」と云える。

・ 世界各地の磨製石斧は、日本以外では、更新

世に溯る例は、殆ど知られていない。

（更新世＝約258万年前から約1万年前までの期間）

・ 認定し得る僅かの資料も確証に欠く。

・ 例示されている6例中オーストラリアの2例

以外は全て2万4千年前より新しい
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北海道・サハリン・シベリア

• 4万年前に到来した日本先住民は、5千年後に船で、北海島へ渡った。

• 渡ったのは、少ない家族と推定されている。

• 石器用の石材として最高品質の黒曜石に遭遇

• 和田峠や神津島と違い、大量の黒曜石が白滝で露頭。

• 無尽蔵に近い石器の材料を入手した先住民は、北海道に定着。

• 氷河期で海面が下がっており、サハリンからシベリアへ徒歩で

行くことができた。

• 白滝の黒曜石製石器がサハリン・シベリヤで多数出土

• 北海道の遺跡数が3万5千年前と比べ、格段に増大。
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北の日本先住民

 北の先住民は、サハリン・シベリヤへ拡散に、

白滝の黒曜石と云う最良の石材と、

豊富な種類石器を持ち、外の地域の民族を圧倒していた筈で。

• シベリヤに到来していたシベリアのオロチョン・エバンギ等

と交流を持ち、居住していたと考えられる。

• 但し、その情報は、残念ながら残されていない。

• 残された情報は、2件。 1件は、13世紀の元寇とDNA情報

 モンゴル帝国（元）は、13世紀半ばから14世紀初頭にかけてサハリンへ断続的に侵攻した。

 アイヌは、サハリンに留まらず、大陸側のアムール川流域まで渡って、上質の毛皮や鷹羽・鷲羽などの産物を
掌握していたため、元朝の北方侵出戦略に支障が出た。

 元によるアイヌ攻撃は、アイヌによる黒竜江流域への侵入を排除するために行われた。

 元朝は、3年続けてアイヌ攻撃が行われた。1286年の侵攻では「兵万人・船千艘」を動員したとされ、アイヌ
勢力は樺太からほぼ排除されてしまったと元側は主張するが、長くは続かなかった。

 1297年、アイヌが船に乗り、アムール河下流域まで、反撃したが、元軍に敗れた。

 1305年、アイヌが大陸のナムホやチュモ川などを襲撃。

 1308年）にはアイヌの首長玉善奴（イウシャンヌ）と瓦英（ウァイン）らが、ニヴフの多伸奴・亦吉奴らを仲介と
して、毛皮の朝貢を条件に元朝への服属を申し入れた。

 旧石器・縄文時代の遺跡の外には、確定的な証拠は無いが元寇の記録を読む限り、アイヌ（日本先住民）がサハリン
や、シベリアのアムール川流域まで、進出していたと伺える。

 DNA情報（次ページ）から見ると、現代北東シベリア人に日本先住民のDNAが残されており、日本先住民の進出状
況が明確と言える。
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「土井ガ浜DNA論文中の」 縄文人の新情報
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現代北東シベリア人
古代韓国人

「弥生時代人の古代ゲノム解析から渡来人
のルーツを探る」
著者：東邦大・水野文月/東大・大橋順の研
究グループ等 による



「土井ガ浜DNA論文中の」 縄文人の新情報

• Aleut（アレウト）とは、アリューシャン列島やアラスカ西部に住む先住民族、

• altaianアルタイ人（アルタイ語）は、シベリアの先住民族であるトルコ系民族であり

• Chukchi people チュクチ族、チュクチ人は、主にロシアのシベリア北東端のチュクチ半島に住んでいる民族。

• Kyrgyz キルギスは地形の険しい中央アジアの国で、中国と地中海を結ぶ古代の貿易ルートとして知られるシル
クロード沿いにあります。

• Mansi people マンシ人はシベリアのチュメニ州にあるハンティ・マンシ自治管区・ユグラに住むウラル語族系民
族。

• Tubalars トゥバラル人は、ロシアのアルタイ共和国に住むアルタイ人の民族サブグループです。

• Ulchi ツングース系民族の一つで、主にロシア連邦のアムール川下流域（ハバロフスク地方ウリチ地区）に居住。

20

現代
北東シベリア人

「弥生時代人の古代ゲノム解析から渡来人
のルーツを探る」
著者：東邦大・水野文月/東大・大橋順の研
究グループ等 による



5. 起源となる日本人は、北方より渡来した！ について

• 斉藤成也氏のヤポネシアゲノムのプロジェクトで示されて採集狩猟民が、あたかも、最初の日本への
渡来民としてきたように記載されているが、実情は全く違う。

• 考古学資料からは、凡そ4万年前に渡来した先住民が、5千年程遅れて、北海道に上陸と言える。

• 優良な石器を作成し、利用していた先住民は、北海道で、貴重な黒曜石が、無尽蔵と言えるほど採取で
きる白滝村で発見。その優良な原石から大量の優秀な石器を製作し、北海道で生活すると共に、地続
きで渡れたサハリン・シベリヤへ進出し、活動範囲を広めた。

• シベリヤには、別ルートで渡来した民族が居たが、優良な石器を持つ日本先住民は、優位性を持ち、現
地で、共に居住していたものと考えられる。日本からは黒曜石・黒曜石の石器などが供給され、シベリ
ヤ原住民からは、特産物の毛皮・鳥の羽などが供給され交流も盛んであったと推定する。

• 日本先住民とシベリヤ原住民と混血が行われ、シベリヤの地に多くのDNAが残されたことが、前述の
DNA分析結果に残された。

• 神澤秀明氏が初めて解析に成功した北海道礼文島の縄文人のDNAにも北方系のDNAが存在する。3万5
千年前からシベリヤへ移住し、継続してシベリヤ原住民と交流し続けた結果として、3千年前の礼文島の縄文
人にシベリア原住民のDNAが混ることは、至極当然のことと判断する。

• これは、日本先住民が北方から日本に到来した根拠とは言えない。

• 尚、北方起源説を説く人の中には、

• 最先端の細石刃技術を持った民族が北方より日本へ移住したとの説が、有力に思われた時期が有った。

• 細石刃の技術は、凡そ2万５千年前に成立したと言われる。

• 従って、２万５千年前から、日本に日本先住民が、初めて移住したことになる。

• ３万５千年前から北海道に日本先住民が住んでおり、それは、細石刃技術よりも以前のことになり、細石刃技
術を持った民族が日本人の起源と言う説は成り立たない。

• 上記に記したように、シベリヤでは日本先住民が移住・進出しており、早い時期に新しい石器の技術を
そこで入手し、北海道へ持ち込んだと考えられる。北海道で発掘された最も古い細石刃石器は2万５千
年以前と評価され、早い時期から細石刃技術は渡っていた。（次頁を参照）
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細石刃石器群発見70周年記念 シンポジューム
『日本列島および東ユーラシアにおける
細石刃石器群の展開細石刃石器群の展開 』

古本州島における細石刃石器群の出現と展開ー西からの視点ー
芝 康 次 郎 文化庁 の発表資料より



6.日本人は、朝鮮半島から渡来した！ について始める
23



旧石器時代の遺跡分布/密度
と朝鮮半島との間隙

24

旧石器時代の遺跡分布図
「図解・日本人の人類遺跡」
日本第四学会 小野昭/春
成 秀爾/小田静夫編

着色ｂｙ丸地

• ウスチノフカI遺跡では、局部磨製石斧が出土。
黒曜石も含まれるとの論文あり、

• 日本から黒曜石/磨製石斧を持った旧石器人・
縄文人が訪れていた証拠を残す。

勝俣喜隆（東北大）著「沿海州の後期旧石器時代石器群に
おける石器機能研究」

・ 4万年前、朝鮮半島と日本の間には、広い海峡
が存在した。この海峡を越えるのは、海洋民族しか
有りえない。海洋民族である日本先住民は、朝鮮
半島・大陸へ進出していたことが、右の分布図から
読み取れる。

LGM＝約2万年前



先ずは、韓国の歴史を教科書から学ぶ
• 2006年発行の入門韓国の歴史[新装版]—国定韓国中学校国史教科書ー

• 世界の教科書シリーズ4 明石書店発行 石渡延男監訳 三橋広夫共訳

• 韓国の中学の教科書からまず学んで行く。

• 韓国の歴史は、70万年前から原人の活躍する時代から始まる。

• 日本にも同時代の遺跡があるように地図では掲載（旧石器事件を無視）

• 日本が10万年前は地続きとの地図を掲載。

• 約65万年前と約43万年前に一時的に陸橋がかかった

時期が有ったが10万年前は現在とは地形は変わらない。

• 中国とは地続きのため、韓国に原人が存在した可能性はある。
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新石器時代

• 紀元前6000年前頃より磨製石器と土器を使った新石器時代がはじまった。

• 新石器時代には、いわゆる無文土器と隆起文土器を作って使用したが、後には、櫛目文土器を使う
ようになった。

• 竪穴住居が使われた。
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古朝鮮の成立と発展

• 檀君の朝鮮建国：紀元前2333年

• 紀元前4世紀頃に遼寧地方を中心に満州と韓半
島北部地域を統治する連盟王国として発展した。

• 衛満が準王を追い出して古朝鮮の王となった。

• 古朝鮮は漢に対抗する勢力として大きくなった
が、漢に、紀元108年滅ぼされた。

• 漢は郡県を置いた。

• 朝鮮民族の反撃を受けて漢は退いた。

• 紀元前10世紀頃、満州では青銅器時代が始まっ
た。青銅剣と青銅鏡があった。

• 遺物と遺跡の分布を見ると、韓半島と満州・遼寧
地方の青銅器文化は同じ系統の文化で、中国の
青銅器文化とは性格が異なる。

• この時代の土器は無文土器。
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中国（漢など）が支配した時代

• 古朝鮮の衛満が108年に漢に滅ぼされ、その後、朝鮮民族の反撃に合い退いた。
• 楽浪郡・真番郡・臨屯郡・玄菟郡の漢四郡として400年間支配されたが

移転や廃止により最後は 楽浪郡のみが残った。

• 扶余・高句麗・沃沮・東濊・馬韓・弁韓・辰韓が生まれた。
• その諸国の位置は下の図の通り。

28

• その中で、三国が成長を遂
げた。右・下図の通り。

• 高句麗が発展

• 313年古朝鮮の故地を
取り戻す。

• 扶余の系統を引く百済が成
長

• 4世紀の近肖古王の時に
飛躍的に発展。

• 5世紀に高句麗に押され、
漢江流域を奪われる

• 辰韓の系統の新羅が成長

• 4世紀後半、奈勿王（１７
代）新羅の基礎を築く。

• 沃沮・東濊は継続

• 伽耶も残る



縄文土器の認識

• 韓国の縄文土器を日本の縄文土器と紹介していないケースや、韓国の土器を独自の縄文土器とすることがある。

• そのためか、韓国で、日本・九州と同じ土器が出土することや、九州の縄文人が半島に移動していたことは、今まで、紹介され
たことが少なかった。

 このような認識を、不思議と思っていたが、考古学者の中には、東北主体の縄文土器は把握しているが、九州で縄文時代のものとし
て出土する土器を認識していない人が居ることが問題。

 過日、考古学者から、雑談で聞いた話では、考古学者の中には、九州の縄文土器を本当に知らない人が居ると嘆いていた。

• 九州の出土物を、知る必要がある。

29

1万6千年前・東北地方で出土し、関
東・中部・北陸まで広がった縄文土器

1万4千年前・九州栫ノ原で出土し、途絶え、1万
7百年から上野原遺跡などで出土する縄文土器



轟B式土器の韓半島南部への展開

• 轟B式土器は、九州地方を代表する土器で、
アカホヤ火山灰層の直上で出土する。

• アカホヤ火山灰層は、7300年前の鬼界カル
デラ大爆発で発生。

• 鬼界カルデラ爆発直後から九州で轟B式土器
が発生し、山陰地方・韓国南岸へ広がった。

• 韓国では、隆起文式土器は最古の土器群であ
る。新石器時代前期の前半期には韓国南岸に
広がっていた。

李 相均著「縄文前期前半期における轟B式土器群の様
相-九州、山陰地方、韓国南岸を中心に」より引用
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韓国の歴史教科書では、漢江以南の地域は空白地帯
32

• 檀君から衛満朝鮮成立

• BC108年古朝鮮滅ぶ
古朝鮮は黄色の領域

• 漢江以南の地方の記載が無い。
空白地域 ｛新石器時代～BC108年｝

• BC108年古朝鮮滅ぶ
漢が支配（4郡）

• 漢江以南地域へ、
古朝鮮人が逃避・避散

• BC108年～AD313年まで
漢江の南の地域の記載なし
空白地域 ｛新石器時代～

BC108年～313年｝

• AD313年の高句麗による漢の
支配脱却は、北方からの圧力

• 百済・新羅の発展は4世紀以降
• 百済4世紀に飛躍的に発展。

• 5世紀に高句麗に押され、
漢江流域を奪われる

漢
支
配



新羅・開始

朝鮮半島 ： 韓国
教科書に記載の無

い部分の年表

33

漢支配

初期水田稲
作到来

倭人と水田
稲作渡来

後漢へ朝献

卑弥呼-朝献

神武即位

古墳時代開始

百済・開始

4000 1046 1000 300 108 ←BC AD→ 100 200 313 400 500 600 700

高句麗 滅亡

百済発展 滅亡

新羅基礎 統一

楽浪郡
滅亡

発展

新羅新石器文
化

周成立
青銅器
文化

鉄器文
化普及

古朝鮮
滅ぶ

日本の縄文人が進出

後に倭人の混血した
西北九州縄文人が南部

に進出

半島南部は西北九州縄文人が主

戦国の呉より半島南部へ到来・混在
BC500年頃より水田稲作開始

水田稲作日本へ

楽浪郡滅亡

西北九州縄文人・呉の末裔
混在の地に
倭人（弥生渡来民）が半島
南部へ侵出

中国殷の末裔が半島北部に到来
北部の縄文人は消滅？

BC108年 漢が半島北部
を支配 →313年

313年楽浪郡滅亡
高句麗が半島北部を支配
半島南部で百済・新羅がス
タート

弥 生 時 代



古朝鮮の時代 ： 紀元前千年～紀元前108年

• 古朝鮮の時代：紀元前千年～紀元前108年：に朝鮮全土では

何が起きたのか？

• 古朝鮮を築いたのは、中国・殷の一族と満州/遼東民族

• 生活様式：住居は非高床式（土/石の床に靴/土足）、

キビ・ヒエ・アワなどの雑穀栽培、牧畜など

• 倭人（日本人）の生活様式とは、遠く離れている。

• 韓国の歴史教科書に記述の無い漢江以南の地域に起きていたこと

• 水田稲作の開始

• 支石墓・甕棺

• 青銅製剣・石剣・管玉

--------------------------------------

• 古朝鮮は、日本人と日本文化とは違う。

漢江以南で発生したことは、関係がありそう。

松菊里遺跡について検討してみる。

34

松菊里遺跡

福岡市教育委員会 後藤直著
「朝鮮半島原始時代 農耕集落の立地」
図1 農耕遺跡分布 より

着色は丸地



松菊里遺跡（紀元前850～300年頃） ①

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

• 松菊里遺跡（ソングンニいせき 韓：송국리 유적）は、韓国の忠清南道扶余郡にある中・後期無文土器時代（紀元前

850～300年頃）の考古遺跡である。

• 松菊里遺跡は、1975年に発掘が開始され、青銅器、大きな筒状の緑石のビーズ、丸い平面形状の竪穴建物（松菊
里様式竪穴建物）などが発見された。

• 44軒の竪穴建物が発掘され、中から典型的な中期無文土器文化後期（紀元前700〜550年頃）の土器が出土。

• 中国遼寧式の青銅製短剣、多数の大きな筒状の緑石製装飾品、精巧に作られた石製短剣を持つ高位の石棺が含ま
れている。

• 土器は無文土器。

 水田稲作を行う。炭化米や石包丁が出土。

 松菊里遺跡の出土物の写真・図を//邪馬台国大研究//のホームページより借用する。
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松菊里のイネの品種

• 松菊里で出土した炭化米を調査し、中国/日本出土

のイネと比較判定した結果、

• 松菊里の短粒型の稲粒は、紀元前4-3千年の長江

下流域の遺跡（崧澤・銭山漾など）に存在した。

• 朝鮮半島南部海岸近くの固城遺跡にも、同様の短粒

型の稲粒が存在。

• 更に、唐津の菜畑/福岡の板付け遺跡にも同様の短

粒型の稲粒が存在。

 古朝鮮の文物は、北部中国からはいって来たが、水

田稲作は、イネの品種から見ると、南方の長江下流

域から直接松菊里に入ったと見られる。

 図中の松菊里の位置は、やや北方に置かれていたが、

地図を確認した処、違っていたので修正しました。

（以前にも同じ図を使いましたが、これも要修正）

• 尚、米の渡来ルートで、山東半島→遼東半島→北部韓半島

→南部韓半島→日本 との説もあるが、遼東半島の大嘴子

遺跡出土米の米粒特性が他の地域には見られない特異な

地方種であり、北方の早生化した品種が晩生化することは

あり難いことから、最も可能性の低いルート（和佐野喜久

雄）

36

支石墓と初期水田稲作の渡来ルートの図
和佐野喜久生編集「東アジアの稲作起源と古代稲作文

化」中の遺跡の分布図に追記



水田稲作は2波で渡来 （別々のイネの種類と文化） （丸地まとめ）
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第二波 ・ 弥生渡来民第一波 ・ 縄文末期

須川・吉野ヶ里・安永田・立石・その他唐津・菜畑/糸島・曲り田/博多・雀居・板付主要遺跡

弥生時代開始時紀元前500年以降（戦国呉の滅亡以降）時期

遠賀川式土器 （城ノ越・須玖I/II）突帯文式土器 （山ノ寺式・夜臼式土器）土器

山沿いに灌漑水路を設け、自然河川に排水する
高度な灌漑技術を駆使した水田（水を抜くと乾田になる）

現在の水田と同様に、平野部、河岸段丘などを耕作地とする。
海岸から離れた地域も耕作地、集落用地となった。

中小河川又は谷間の流れを灌漑に利用した水田を構築。
米と共に海洋性食料を取っていた。

海岸沿岸又は、河口に近い河川沿いに集落を構築。

農業
水田耕作

極短小米は消滅。
やや長い小粒米（温帯ジャポニカ米）:全国に展開

韓半島には同一品種のイネはない。
山東半島付け根の地域の焦庄遺跡〔徐福村に近い〕と同一品種

極短小米（温帯ジャポニカ米）：
韓半島の松菊里・固城遺跡と同一種で

長江下流域（春秋呉の支配地）の松澤・銭山漾遺跡
の品種と同一

イネの
品種

環濠（壕）集落環濠集落も一部に見られる。集落

高床式住宅 高床倉庫
寒さ対応のため床下が板材で覆われた高床式住宅
（この住宅を誤って竪穴住居として復元している）

松菊里型住宅（方形又は円形）もあるが
従来型の竪穴住宅が主体

松菊里型住宅が多い集落も一部にある。

住居/
建物

甕棺墓が特徴的
初期には、支石墓の下に甕棺を置くことがある

木棺墓・石棺など

碁盤式支石墓 ： 支石の下には土壙又は木棺
韓半島南部に多い方式。

中国浙江省にも源流が見られる方式
墓制

青銅製剣・矛・戈 鉄剣・矛 鉄鏃 連弩青銅製剣・磨製石剣・磨製矢じり石器/青銅器/鉄器

高身長・長頭・ショベル型前歯
（上の前歯が下の前歯に覆い被さる・現代人と同じ)

中国長江河口から山東半島までの海岸沿いの人々に類似
韓半島人にやや類似

縄文人の海洋民が、
韓半島に渡来していた春秋

呉の難民と
水田稲作技術を招聘して、
北九州に殖民したもの。
主体は縄文人の海洋民

支石墓に眠る人骨は、
低顔・低身長の縄文人の特徴

人種 渡来した民族は、
韓半島に逃避していた

中国難民（春秋の呉の末裔）
人数は数百人規模以内



水田稲作を始めた人々

• 2019年1月 国立科学博物館 ： 土井が浜展の展示より
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初期水田耕作民↓

弥生渡来民→

土井ガ浜遺跡と弥生
人より借用



古代韓国人のDNA

• Genetic Analysis of a Yayoi Individual from the Doigahama Site Provides Insights into
the Origins of Immigrants to the Japanese Archipelago

• 「土井ヶ浜遺跡の弥生人の遺伝子解析により、日本列島への移民の起源に関する知見が得られる」

• 2024年10月発表： 東邦大学/東京大学/土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムの研究発表
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• DNAを採取した人骨の遺跡は、群
山遺跡/金海・大成洞遺跡などで、4
世紀、５～７世紀のもの。

• 土井ガ浜人：紀元前3～前2世紀
隈・西小田遺跡 紀元前1世紀～紀
元2世紀
下本山遺跡 ：3～4世紀



• 朝鮮半島に最初に入ったホモサピエンス：新人は、日本の先住民である旧石器人・縄文人

• 韓国の遺跡に遺るものは、1万年以前から後のもので、それは九州に来ていた沖縄出身の縄文人のもの。

• その後、沖縄で倭人との混血が起こった。約7300年前以降に、その混血した民族は、九州に進出し、西北九
州縄文人となり、倭人のDNAを持ち、現代人を驚かせている。又、混血した民族は、朝鮮半島南に進出し、
6000年前に出土し、倭人のDNAを持った縄文人として、現代人を驚かせている。

• 朝鮮半島に移動してきた春秋戦国の呉の難民が持参した水田米作りの技術が定着。

• その混血した民族：西北九州縄文人は、その技術を持って、九州の菜畑・糸島・板付などで初期水田稲作を開
始。

• BC3世紀に、弥生人が大挙して日本に到来し、水田稲作を開始し、全国に展開した。西北九州縄文人の水田
稲作とバッティングし、戦争となり、結果的には、弥生人が勝利し、弥生人が日本中に展開した。

• 弥生渡来民は、朝鮮半島にも進出した。

• 上記の結果、朝鮮半島の南部には、縄文人のDNAが大量に残り、移住した弥生人のＤＮＡが、韓国の遺跡か
ら出土した人骨から検出された。

• 前ページのＤＮＡのグラフは、そのように読める。

• 次頁以降の、韓国に残る前方後円墳の分布図に示される遺跡数も、上記の証拠とも言える。
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弥生時代人と類似のDNA朝鮮半島

日本 渡来民が日本へ移住し、縄文人と混血し、弥生時代人が構成された

2300年前・土井ガ浜人のDNA

1700年前～1500年前・金海/郡山のDNA

7.日本人は、朝鮮半島から渡来した！ 古代韓国のDNAの表の理解から
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・前方後円墳は現在
の光州（こうしゅう）
広域市と全羅南道
（一部は全羅北道）
に分布する。

・己紋（こもん）、帯沙
（たさ）は４県割譲後
の継体７年に百済に
譲った。

前方後円墳の分布

前方後円墳の地域

漢城

前方後円墳

考古学を科学する会の発表資料
令和元年８月９日 邪馬台国の会・理事 末永時和

「朝鮮半島の前方後円墳について」 より借用 2ページ
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Wikipedia前方後円墳一覧表（参考）

高敞七岩里古墳 全羅北道 高敞（コチャン）郡孔音面七岩里 55m 5世紀後 2015年

光州月桂洞1号墳 1993年

（光州月溪洞1号墳） 1995年

光州月桂洞2号墳

（光州月溪洞2号墳）

光州明花洞古墳 1993年

（明花洞長鼓墳） 1994年

潭陽古城里1号墳

（潭陽古城里月城山1号墳）

潭陽聲月里月田古墳

（潭陽声月里月田古墳）

1991年

1992年

咸平馬山里1号墳

（咸平馬山里杓山（瓢山）1号墳）

咸平長鼓山古墳

（咸平長年里長鼓山古墳）

（咸平竹岩里古墳）

37m 1991年

(48m) 2011年

2015年

海南長鼓山古墳

（海南方山里長鼓峰古墳）

名称 所在地 墳丘長 築造時期 発掘調査

未調査

光州（クワンジュ）
広域市

光山（クァンサン）区月渓洞 45m 6世紀前

光山区月渓洞 35m 6世紀前

光山区明花洞 33m
6世紀前
～中

霊光月山里月桂1号墳

全羅南道
（チョルラナムド）

霊光（ヨンクワン）郡法聖面月山里 39m --

咸平新徳1号墳

咸平（ハムピョン）郡孫仏面竹岩里 66m --

潭陽（タミヤン）郡水北面古城里 24m -- 未調査

潭陽（タミヤン）郡古西面声月里 38m --

咸平（ハムピョン）郡月也面礼徳里 51m 5世紀末

咸平（ハムピョン）郡鶴橋面馬山里 46m --

未調査

霊岩チャラボン古墳 霊岩（ヨンアム）郡始終面泰澗里 6世紀初

海南（ヘナム）郡北日面方山里 76m -- 未調査

海南龍頭里古墳 海南（ヘナム）郡三山面昌里 40m 6世紀中 2008年



5. 弥生式土器は朝鮮半島より渡来 実際に調査した結果弥生式土器は九州から朝鮮半島へ移動

• 東京大学考古学研究室研究紀要第25号（2011）に掲載された『朝鮮半島出土弥生系土器から復元する日韓交渉－勒島遺
跡・原ノ辻遺跡出土事例を中心に－』 石丸あゆみ著 を紹介する。

• 長崎県壱岐島にある原ノ辻遺跡と、朝鮮半島南部の金海地域を中心とした地域を対象として取り上げている。

• 勒島遺跡は、金海地域の中心遺跡

• 朝鮮半島出土弥生系土器の出土事例は、近年の発掘調査増加に伴い劇的に増加しているため、多数の出土品を
使って、統計的処理を行うことも可能となり、検討が進んだ。

• 研究史と問題点の抽出と言う観点から

• 原ノ辻遺跡出土朝鮮半島系土器の研究は片岡宏二氏の業績が大きく、

• 常に朝鮮半島の影響を受けていたという見解を示した(片岡1997,1999)。

• 白井克也氏は、無文土器三韓土器楽土器の朝鮮半島系土器の分布をまとめ、

1. 弥生時代前期末から中期初頭：韓人が北部九州に渡来移住し、西日本各地に青銅器鉄器をもたらし

2. 中期前半：倭人の側からの積極的な交易の展開により、勒島貿易が盛んにおこなわれた。

3. 弥生時代中期後半：勒島遺跡は交易拠点としての機能を終え、代わりに、倭人・韓人が交易に従事し、
原ノ辻貿易が行われた。

 朝鮮半島出土の弥生系土器研究と、それに先駆けて進められてきた日本列島出土の朝鮮半島系土器研究に
より、様々な角度から日韓交渉像の復元が試みられてきたが、

 2001年まで3年にわたって行われた勒島遺跡の発掘調査では、多数の弥生系土器が新たに確認され、最近
の韓国での弥生系土器資料の増加により、従来の認識とは異なる事実も明らかとなっている。
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「朝鮮半島出土弥生系土器から復元する日韓交渉」 石丸あゆみ著 ①



「朝鮮半島出土弥生系土器から復元する日韓交渉」 石丸あゆみ著 ②

• 朝鮮半島の弥生系土器 出土地

• 時期を2段階に区分する

• I 期 : 城ノ越式から須玖I式古段階、

• II 期 ： 須玖I式新段階から須玖II式

• 土器の特性 ： 弥生土器をB類 / 弥生土器の忠実模倣品をA類
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壱岐・原の辻遺跡

勒島遺跡

金海

壱岐の島

原の辻遺跡



「朝鮮半島出土弥生系土器から復元する日韓交渉」 石丸あゆみ著 ③

• 朝鮮半島の土器である断面円形粘土帯土器が、北部九州の弥生時代前期の集落から、まとまって出土する。

• 弥生時代前期段階（I期）の日本の土器は、朝鮮半島内の遺跡からの出土は少ない。

• 朝鮮半島の断面三角形粘土帯土器の、日本での出土は、圧倒的に少ない。

• 弥生時代中期段階（II期）の土器は、朝鮮半島へ多く搬入され、出土数が多い。

 I期（弥生前期）

• 従来の説：人や文物の主な流入の流れは、朝鮮半島から日本へ

• 今回確認：人や文物の主な流入の流れは、朝鮮半島から一方的にでは無く、金海地域に、弥生土器が流入。

 II期（弥生中期）

• 中期初頭から前半期 ： 朝鮮半島からの土器の流入は急激に鈍化。

• 反対に、日本側からの朝鮮半島への土器の流入は本格化する。

• 金海地域への弥生土器の流入は無くなる。

• 勒島遺跡では、最も多くの弥生土器が流入する。

• 勒島へ流入する土器には大型の甕は無く、中型/小型の甕。甕形状も、蓋（木製か）の使用に適し
たもの。

• 運搬用具。直系35cmの大型甕は船の運搬に不適。

• 原ノ辻遺跡出土弥生土器と様相を同じくするA類（忠実模倣品）で、原の辻から勒島へ送られた。

 須玖II式の袋状口縁壺などの糸島地域特有の土器が多く原ノ辻にもたらされることから、原ノ辻を中継地とした交易に糸島地
域の集団が深く関わっていると考えられる。

 鉄鉱山にある蔚山達川遺跡出土の壺は、須玖II式の北部九州からの搬入品。鉄器生産に直接関係する遺跡から弥生系土器が
出土した意味は大きい。
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「朝鮮半島出土弥生系土器から復元する日韓交渉」 石丸あゆみ著 ④コメント

 鉄鉱山にある蔚山達川遺跡出土の壺は、須玖II式の北部九州からの搬入品。鉄器生産に直接関係する遺跡から弥
生系土器が出土した意味は大きい。

• この弥生渡来人の到来以降の流れは、従来の考古学の常識とは全く異なるもの。

• 日本の弥生式土器は、朝鮮半島から渡来したものではない。 →これが正しい結論。

• 石丸あゆみ氏は、この結論の意味の大きさを認識し、「従来の考古学の基本条件を根本的に覆す
正す」を率直に記載すべきであったが、残念ながら躊躇した。

• 縄文末期からの土器の形式の整理とコメント

• 山ノ寺式 ： 菜畑遺跡

• 夜臼式 ： 菜畑遺跡 / 板付遺跡

• 板付 I 式 ： 板付遺跡

• 城ノ越式 ： 福岡県遠賀郡遠賀町 / 須玖岡本遺跡

• 須玖 I 式 ： 須玖岡本遺跡

• 須玖 II 式 ： 糸島市三雲遺跡
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行橋市デジタルアーカイブより



弥生式土器に関して、朝鮮半島と日本の関係
47

日 本 韓 国

「環朝鮮海峡における粘土帯土器の実年代」 より
李 昌 熙. 博士(文学)著
総合研究大学院大学. 文化科学研究科. 日本歴史研究専攻



弥生式土器に関して、朝鮮半島と日本の関係 ②

 「朝鮮半島の土器が、日本へ渡来し、弥生土器となった。」 としてきたが、これが誤りと判明した。

• 従来の考古学の学説は誤り。

• 日本と朝鮮半島の土器の併行関係を、前ページの表が示しており、韓国側には日本の弥生式土器そ
のもの又はその先行形式の土器は存在しない。

• 論者により解釈の違いが存在するが、弥生式土器は韓国側には存在しないことは一致。

• 1期の水田稲作では、朝鮮半島の松菊里の土器は弥生土器とは違い、日本への渡来もわずかだった。

 夜臼式土器（夜臼Iiｂ式などは、突帯文式土器と呼ばれ、縄文人が作成した土器。

 1期の水田稲作では、縄文人の突帯文式土器が使用された。

 従って、1期の水田稲作は、弥生渡来人の行ったものではなく、西北縄文人が行ったもの。

弥生土器は日本が先で、朝鮮半島へ搬出された。

弥生時代には、朝鮮半島の陶器は、日本へ主要な影響は無い。

縄文時代末期の初期水田稲作では、一部朝鮮半島の土器が渡来したが、それは弥生式土
器ではない。
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弥生土器は、半島から来な
かったことは、日本の考古学会
の前提が完全に崩れる事態！

速やかな訂正が必要！



• 今回の I で、残った問題などを引き継ぎます。 → 次回は10月17日開催とします。

• 問題となった下本山遺跡出土の人骨のDNA解析結果は、継続して、DNAの大問題。

• 韓国・加徳島獐項遺跡の 6300年前の人骨のDNAも同様

• 3万年前、西日本の住民の死滅後に、沖縄在住の日本先住民の日本へ移住したこと。
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沖縄・琉球の古代史の見直し

• 「沖縄の旧石器人の絶滅説」が虚偽と認識され、消滅したことから、沖縄の古代史が見直されること
になる。 その前に、行うべきことは、日本本土と沖縄の関係を見直すこと。

• まず、4万年前から歴史年代までの、重大な事象を見直す。
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過去 ------------------日本・九州の重大事件--------------- → 現代
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旧
石
器
人

北
海
道
へ

樺
太
・シ
ベ
リ
ア
へ

姶
良
カ
ル
デ
ラ
爆
発

九
州
・四
国
・中
国
被
害

鹿
児
島
県

耳
取
遺
跡

2
万
4
千
年
前

栫
ノ
原
遺
跡

丸
の
み
型
石
斧

南
方
文
化
集
落

一
万
三
千
年
前

桜
島
の
サ
ツ
マ
火
山
灰
で
埋
没

九
千
五
百
年
前

上
野
原
遺
跡
が
形
成

七
千
三
百
年
前

鬼
界
カ
ル
デ
ラ
噴
火

ア
カ
ホ
ヤ

焼
畑
農
業
・米
・ヒ
エ/

ア
ワ
・豆

黒
河
式
土
器
・

轟
式
土
器

西
北
縄
文
人
（縄
文
人
と
弥
生
人
混
血
）

一
次
水
田
稲
作
・支
石
墓

二
次
水
田
稲
作
・金
属
器
・甕
棺
墓
・弥
生
文
化

高
天
原
・天
孫
降
臨

出
雲
国
譲
り
・神
武
東
征
・大
和
政
権
誕
生

注意：年代は、最新科学の成果で、
大幅な修正が入っています。

沖縄の縄文人・倭
人の混血した人
が、九州へ移住
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姶
良
カ
ル
デ
ラ
爆
発
の
火
山
灰
被
害
の
範
囲

4万年前から
3.5万年前

2万年前から
1.5万年前

↑ 神澤秀明氏のの講演資料より

国立研究開発法人海
洋研究開発機構

要注意・発表

沖縄からの移住民


